
【歴史】第７章「二度の世界大戦と日本」（Ｐ１８７～２２８）

基 本 的 な 学 習 内 容 ④

３年 氏名（ ）

【大正デモクラシー ①】 （教科書Ｐ１９８～１９９）

① 明治維新以降も、一部の藩の出身者によって ①
政治

政治が行われていた。この政治を何というか。

② １９１２年に西園寺公望内閣が倒れた後、３ ②
さ い お ん じ き ん も ち

度目の組閣を行った人物は誰か。

③ ②の内閣の成立に対し、立憲政治 ③

実現のために内閣を倒す運動が起

こった。これを何というか。

④ ③の運動の中心となり、のちに首相となった ④

人物は誰か。

⑤ 第一次世界大戦後に起こったデモクラシーの ⑤

風潮の中で、吉野作造は“デモクラシー”を

何と訳したか。

⑥ 第一次世界大戦の後半には、米価が高騰した。その理由を、「シベリア出兵」
こ う と う

の語句を使って簡潔に説明しなさい。

解 答

桂 太郎

藩 閥

犬養 毅

（第一次）護憲運動

民本主義

例 シベリア出兵をあてこんだ米屋などが米の

買い占めを行ったから。



⑦ ⑥によって、米屋などが襲われるできごとが ⑦

おこった。これを何というか。

⑧ ⑦が最初に起こったのは、西暦何年か。 ⑧
年

⑨ ⑦が最初に起こったのは、何県か。 ⑨
県

⑩ ⑦のあとに、衆議院議員で初めて首相となっ ⑩

たのは誰か。

⑪ ⑩の人物の内閣は、立憲政友会の党員で構成 ⑪

されるものであった。このように、政党を中

心にして構成される内閣を特に何というか。

米 騒 動

政党内閣

原 敬

１９１８

富 山


